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の
好
評
を
い
た
だ
き
、
大
学
生
に
よ
る
森
林
ガ

イ
ド
の
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
企
画
を
通
じ
て
、
地

域
に
必
要
と
さ
れ
る
森
林
管
理
署
と
し
て
あ
り

続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
］
九
月
八
〜
九
日
の
両

日
、
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
会
議
室
及
び
下
呂
市

馬
瀬
惣
島
の
山
林
に
お
い
て
「
ひ
だ
林
業
・
建

設
業
森
づ
く
り
協
議
会
」
の
要
請
を
受
け
、
森

林
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員
の
技
術
指
導
に
よ
る

「
伐
木
造
材
作
業
の
特
別
教
育
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
国
の
地
方
の
元
気
再
生
事
業

の
採
択
を
受
け
、
飛
騨
地
域
の
林
業
者
と
建
設

業
者
の
協
働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
を
通
し
て
、

地
域
の
環
境
保
全
と
産
業
振
興
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
二
十
年
五
月
に
発
足

さ
れ
、
同
協
議
会
か
ら
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
に

対
し
て
新
規
林
業
参
入
者
（
建
設
業
者
）
を
対

象
と
し
た
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
造
材
作
業

の
特
別
教
育
に
係
る
技
術
指
導
要
請
が
あ
っ
た

も
の
で
す
。

　

研
修
会
に
は
、
同
協
議
会
会
員
二
十
名
が
参

加
し
、
初
日
は
、
座
学
（
伐
木
作
業
に
関
す

る
知
識
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
関
す
る
知
識
、
振

動
障
害
及
び
そ
の
予
防
に
関
す
る
知
識
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
分
解
・
組
立
・
目
立
て
、
関
係
法
令
）、

二
日
目
は
、
実
技
指
導
（
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
点
検

及
び
整
備
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
操
作
、
伐
木
の
方

法
・
か
か
り
木
処
理
）
を
行
い
、
現
地
に
お
い

て
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
操
作
や
目
立
て
、
か
か
り
木

処
理
方
法
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
参
加
し

た
建
設
業
者
は
、
林
業
参
入
に
強
い
意
欲
を
燃

や
し
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
修
了
者
に
は
、
中
部
森
林
管
理
局
長
か

ら
「
伐
木
造
材
特
別
教
育
修
了
証
」
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
森
林

技
術
の
指
導
普
及
を
通
し
て
地
域
林
業
の
振
興

に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
模
様
は
、「
ひ
だ
林
業
・
建
設

業
森
づ
く
り
協
議
会
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://nacap.sytes.net/hidagenki/

に
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
八
月
二
十
六
日
、
治
山
・
林
道
工

事
請
負
事
業
体
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
当

署
と
請
負
事
業
体
が
合
同
で
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。
署
長
は
じ
め
治
山
・
林
道

の
担
当
者
、
請
負
事
業
体
か
ら
は
安
全
担
当
者

が
参
加
し
、
四
班
に
分
か
れ
て
十
箇
所
の
工
事

施
工
箇
所
の
安
全
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
現
場
で
は
、
現
場
代
理
人
か
ら
工
事
概
要

の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に

即
し
た
安
全
管
理
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
や
意

見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
、
中
津
川
市
内
に
お
い

て
全
体
反
省
会
を
開
催
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
総

括
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
請
負
事
業
体

の
災
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
参
加

者
全
員
が
指
摘
事
項
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
更

な
る
安
全
対
策
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

 

［
木
曽
署
・
岐
阜
署
］
木
曽
署
・
岐
阜
署
は
八

月
二
十
七
日
〜
二
十
八
日
に
か
け
て
両
署
が
管

理
す
る
御
嶽
山
で
、
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
（
森
林
保
護
員
）、
木
曽
署
・
岐
阜
署

関
係
者
七
名
で
森
林
保
全
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

飛
騨
頂
上
周
辺
は
、
高
山
植
物
の
女
王
と
言

わ
れ
る
「
コ
マ
ク
サ
」
が
群
生
し
て
お
り
、
群

生
地
は
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
で
進
入
禁
止
の
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
写
真
撮
影
な
ど
で
踏

み
入
れ
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
対
策
の
た
め
、

二
十
七
日
は
、
肌
寒
い
曇
り
の
中
、
山
頂
に
立

入
禁
止
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

二
十
八
日
は
、
晴
天
の
中
、
登
山
者
の
マ

ナ
ー
向
上
を
求
め
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
や
高
山
植
物
等
保
護
へ
の
協
力
に
つ
い
て

長
野
・
岐
阜
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

　
　
ス
タ
ッ
フ
御
嶽
山
森
林
保
全

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

「この葉っぱがクリ」大学生の話に興味津々

技術指導の様子

安全パトロールの様子

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
が

新
規
林
業
参
入
者
に
技
術
指
導

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

治
山
・
林
道
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
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の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
両
署
の
連
携
を
密
に
し
、
御
嶽
山
に

お
け
る
高
山
植
物
等
の
保
護
、
保
全
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
昭
和
七
年
八
月
二
十
六
日
、
中
津

川
市
四
ツ
目
川
上
流
に
お
い
て
大
規
模
な
土
石

流
が
発
生
し
、
死
傷
者
二
十
六
名
、
被
害
家
屋

一
、五
〇
〇
戸
と
い
う
大
惨
事
（
四
ツ
目
川
災

害
）
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
中
津
川
市
は
毎

年
こ
の
日
を
「
治
山
・
治
水
の
日
」
と
し
、
祈

念
祭
と
土
砂
災
害
防
止
に
向
け
た
関
連
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
Ｊ
Ｒ
中
津

川
駅
前
「
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
講
演

会
と
パ
ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
が

訪
れ
ま
し
た
。
当
署
も
治
山
事
業
の
果
た
す
役

割
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
は
国
土
交
通

省
に
よ
る
砂
防
事
業
の
パ
ネ
ル
や
、
中
津
川
市

内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
て
六
月
に
実
施
し
た

「
あ
お
ぞ
ら
教
室
」（
当
署
と
国
交
省
に
よ
る
治

山
・
砂
防
教
室
）
を
題
材
に
し
た
小
学
生
手
作

り
の
新
聞
も
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
市
民
は
興
味

深
そ
う
に
目
を
通
し
て
い
ま
し
た
。

　

恵
那
森
林
事
務
所
は
、「
中
津
川
治
山
事
業

所
」
と
の
合
同
事
務
所
で
中
津
川
市
に
所
在

し
、
中
央
自
動
車
道
中
津
川
イ
ン
タ
ー
近
く
に

あ
り
ま
す
。

　

国
有
林
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
最
南
端
で

あ
る
恵
那
山
（
日
本
百
名
山
）
の
南
西
側
を

中
心
に
面
積
約
四
、九
〇
〇
㌶
、
官
行
造
林
約

二
七
〇
㌶
を
管
理
し
、
中
津
川
市
及
び
恵
那
市

の
一
部
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　

恵
那
班
は
、
恵
那
山
の
麓
に
住
む
三
名
を
中

心
と
し
た
四
名
体
制
で
、
今
年
度
も
年
間
を
通

し
て
、
除
伐
Ⅱ
類
・
枝
打
・
保
育
間
伐
等
の
森

林
整
備
作
業
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

立
木
調
査
・
境
界
巡
検
・
林
道
整
備
と
維
持
・

分
収
育
林
・
歩
道
修
理
等
と
、
作
業
内
容
も
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

班
長
を
中
心
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
よ
く
、
ベ

テ
ラ
ン
の
「
技
」
を
現
場
作
業
に
十
分
発
揮
し

て
い
ま
す
。

　

ど
の
作
業
地
も
急
峻
で
笹
覆
地
と
足
場
が
悪

く
、
災
害
の
危
険
因
子
が
多
い
厳
し
い
条
件
の

な
か
、
安
全
作
業
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
特
に

防
蜂
網
と
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
は
セ
ッ
ト
で
一
年

中
取
り
付
け
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
チ
ー
ム
の
「
和
」
を
大
切
に
、

無
災
害
を
継
続
し
、
健
康
で
明
る
い
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
国
有
林
野
事
業
労
働
衛
生
週
間

　

10
月
１
〜
７
日

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

10
月
３
日　

飛
騨
署
管
内

　

10
月
17
日　

愛
知
所
管
内

　

10
月
31
日   

愛
知
所
管
内

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

10
月
３
日　

 

愛
知
所
管
内

　

10
月
24
日　

東
濃
署
管
内

◎
親
子
森
林
探
検
隊

　

10
月
３
日　

東
信
署
管
内

◎
局
長
等
会
議

　

10
月
５
〜
６
日　

林
野
庁

◎
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
国
有
林
視
察

　

10
月
７
〜
８
日　

中
信
・
南
信
署
管
内

◎�

国
産
材
循
環
利
用
推
進
功
労
者
感
謝
状
贈
呈

式

　

10
月
14
日　

長
野
県
上
松
町

◎�

低
コ
ス
ト
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討

会

　

10
月
15
〜
16
日　

木
曽
署
管
内 

◎�

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
推
進

会
議

　

10
月
23
〜
24
日　

中
信
署
管
内

◎
事
業
担
当
部
長
会
議

　

10
月
26
〜
27
日　

林
野
庁

◎
指
導
普
及
連
絡
会

　

10
月
28
〜
29
日　

中
信
署
管
内

立入禁止看板を設置する関係者

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 

チ
ー
ム
の
「
和
」
を
大
切
に

東
濃
森
林
管
理
署　

恵
那
森
林
事
務
所 展示されたパネル

「林道安全の日」恵那山林道草刈り

「
治
山
・
治
水
の
日
」パ
ネ
ル
展
示
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53

つおさん 

つ が お さん 

継 

鹿 

尾 

山
（
犬
山
国
有
林
）

 

［
愛
知
所
］
愛
知
県
の
最
北
部
、
全
県
地
図
を

見
る
と
、
少
し
出
っ
張
り
の
あ
る
部
分
。
木
曽

川
を
隔
て
尾
張
國
と
美
濃
國
の
境
に
位
置
す
る

継
鹿
尾
山
。
山
頂
を
含
め
一
帯
は
、
犬
山
国
有

林
で
飛
騨
木
曽
川
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
景
勝
地
で
す
。

　

標
高
二
七
三
㍍
の
継
鹿
尾
山
は
、
東
海
の
百

山
に
選
ば
れ
低
山
な
が
ら
も
様
々
な
山
々
か
ら

な
り
、
そ
の
登
山
道
は
東
海
自
然
歩
道
と
し
て

整
備
さ
れ
、
休
日
と
も
な
れ
ば
多
く
の
ハ
イ

カ
ー
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
西
側
の
麓
に
は
約

千
三
百
五
十
年
前
に
建
て
ら
れ
た
「
八
葉
連
台

寺 

寂
光
院
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
寂
光

院
は
別
名
「
も
み
じ
寺
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、

紅
葉
の
時
期
に
は
た
く
さ
ん
の
見
物
客
で
賑
わ

い
ま
す
。

　

継
鹿
尾
山
へ
は
、
登
山
口
か
ら
お
よ
そ
三
〇

分
で
登
る
こ
と
が
で
き
、
山
登
り
と
い
う
に
は

物
足
り
な
い
も
の
の
、
山
頂
展
望
台
か
ら
見
下

ろ
す
眺
め
は
絶
景
で
、
県
境
を
悠
々
と
流
れ
る

大
河
（
木
曽
川
）
は
、
風
景
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

部
を
流
れ
る
ラ
イ
ン
川
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

「
日
本
ラ
イ
ン
」
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。　　

　

ま
た
、
織
田
信
長
の
叔
父
で
あ
る
信
康
が
築

い
た
国
宝
「
犬
山
城
」
を
は
じ
め
、
世
界
に
も

数
少
な
い
サ
ル
専
門
の
動
物
園
と
遊
園
地
が
一

体
と
な
っ
た
「
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
」
な
ど

の
観
光
施
設
と
と
も
に
犬
山
市
街
や
各
務
原
市

街
、
遠
く
に
岐
阜
の
街
や
名
古
屋
駅
ビ
ル
群
、

霞
が
無
け
れ
ば
養
老
や
鈴
鹿
山
脈
ま
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

犬
山
国
有
林
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
の
特
性

を
活
か
す
た
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
か

か
る
森
林
整
備
の
取
組
と
し
て
、
眺
望
伐
開
を

考
慮
し
た
施
業
方
法
を
行
っ
て
お
り
、
訪
れ
る

人
々
を
は
じ
め
地
域
住
民
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

　
「
ラ
イ
ン
下
り
」
や
「
犬
山
鵜
飼
」
な
ど
の

観
光
の
折
に
一
足
の
ば
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

〈
所
在
地
〉

　

愛
知
県
犬
山
市
継
鹿
尾
山
（
犬
山
国
有
林
）

◆
ア
ク
セ
ス
（
寂
光
院
の
登
山
口
ま
で
）

○
車
で
お
越
し
の
場
合

・
東
名
・
名
神
・
中
央
道
経
由
で

　

�

小
牧
東
Ｉ
Ｃ
か
ら
尾
張
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
犬　

山
Ｉ
Ｃ
出
口
右
へ

・
国
道
四
一
号
線
経
由
で

　

�

五
郎
丸
か
ら
県
道
二
七
号
線
を
犬
山
方
面　

へ
。
犬
山
遊
園
西
に
て
右
折　

○
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合

・�

名
鉄
犬
山
線
犬
山
遊
園
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
五

分
又
は
徒
歩
三
〇
分
。

寂光院周辺の紅葉１

国宝「犬山城」

寂光院周辺の紅葉２

継鹿尾山山頂からの眺望　
中央を流れる日本ラインから右が岐阜県、左が愛知県


